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お客様向け資料
2026年3月

基準価額の推移

当レポートのサマリー

期間：2020年9月28日（設定日）～2026年2月27日
• 基準価額は1万口当たりとなっています。基準価額および基準価額（分配金再投資）は信託報酬控除後（「ファンドの費用」ご参照）のものです。基
準価額（分配金再投資）および騰落率は、税引前分配金を分配時に再投資したものとして計算しています。なお、表示期間において、分配金のお支
払いはありません。

• 将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。
• 上記は過去の実績・状況または作成時点での見通し・分析であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。

Aコース（為替ヘッジあり） Bコース（為替ヘッジなし）

基準価額 純資産総額

11,742円 256億円

基準価額 純資産総額

21,962円 786億円

2026年2月27日時点 2026年2月27日時点

（円）

（年/月/日） （年/月/日）

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
ティー・ロウ・プライス 世界テクノロジー株通信では金融市場、経済環境、注目セクター、銘柄、金融市場を動か
すトレンド等に対する運用責任者の見方などをご紹介しています。
今回は、当ファンドの足元の運用状況と今後の見通しについてご報告いたします。今後とも引き続き、当ファンド
をご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

2025年9月末～
2026年2月末の
騰落率+11.6%

2025年9月末～
2026年2月末の
騰落率+5.1%

 AIはいまや世界経済全体において実際に企業業績や競争環境に影響を与える
存在となっています。そして、その影響は一部の超大型テクノロジー企業だ
けでなく、データセンター運営に必要な電力関連企業を含めたAIバリュー
チェーン全体に拡大しています。

 足元でAI関連銘柄の収益見通しや割高感が懸念されていますが、別の視点か
らみると、必ずしも割高とはいえない水準にあるとみています。

 今後も投資テーマとしてAIが中心的存在であり続けると考えられる中、長期
的に恩恵を受け、業績成長が期待できる銘柄に投資していく方針です。

運用責任者
ドミニク・リゾ

追加型投信／内外／株式

ティー･ロウ･プライス グローバル・テクノロジー株式ファンド
Ａコース（為替ヘッジあり）／Ｂコース（為替ヘッジなし）

ティー・ロウ・プライス世界テクノロジー株通信 Vol. 22
足元の運用状況と今後の見通し
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アップル
（米国、テクノロジー・ハードウエア
および機器）
新製品の販売好調と次世代機の成長期
待から株価が上昇し、今後の上値余地
が小さくなったと判断し、利益確定の
ため一部売却。

マイクロソフト
（米国、ソフトウエア・サービス）
AIに関連した大型設備投資による収益
圧迫懸念や市場のテクノロジー企業に
対する収益見通し評価が厳しくなって
いることを考慮して、一部売却。

2025年10月以降の市場環境と投資行動

期間：2025年9月30日～2026年2月27日
出所：ファクトセットのデータをもとにティー・ロウ・プライスが作成。
• 世界テクノロジー株式指数はMSCIオール・カントリー・ワールド情
報技術インデックス、世界株式指数はMSCIオール・カントリー・
ワールド・インデックス、米国株式指数はS&P500を使用しています。
各指数は現地通貨ベース、トータルリターンを用いています。

2025年9月末から2026年2月末までの世界テクノロジー株
式指数は上昇しました（現地通貨ベース）。

2025年10月はAIに対する需要拡大を受けたGPU（画像処理
装置）やメモリなどの半導体関連銘柄の業績が堅調だった
ことを背景に、世界株式指数、米国株式指数を上回る上昇
となりました。しかし、11月には株価の高値への警戒感やAI
関連の巨額な設備投資への懸念などから、市場のAI関連銘柄
に対する見方が転換し、投資家の選好がそれまで出遅れて
いた小型株式やバリュー株式にシフトしたことで、世界テ
クノロジー株式指数は大きく下落しました。その後、12月
以降は再度確認された旺盛なAI需要や関連銘柄の業績見通し
などが下支えとなり、ほぼ横ばいの推移となりました。

2025年9月末から2026年2月末までの5ヵ月間では、世界テ
クノロジー株式指数は3.1％の上昇となったものの、世界株
式指数（+7.8％）や米国株式指数（+3.4％）を下回りまし
た（いずれも現地通貨ベース）。

同期間において、当ファンドは個々の企業の強みや業績見
通しを精査し、以下のような銘柄選択や調整を行いました。

各指数のパフォーマンス（現地通貨ベース）

サムスン電子
（韓国、テクノロジー・ハードウエア
および機器）
高帯域幅メモリの主要メーカー。高帯
域幅メモリは、膨大なデータ量を処
理・転送するために不可欠な技術でAI
バリューチェーン＊内で重要な役割を果
たすとみて2025年11月より新規組入。

インテル
（米国、半導体・半導体製造装置）
設定された目標に対して自律的に計
画・実行するエージェント型AIの普
及・成長に伴い、CPU（中央演算処理
装置）需要の拡大と半導体製造事業の
見通しが改善すると見て、追加投資。

＊ AIバリューチェーンについては3ページをご覧ください。
• 写真はイメージです。
• セクターは世界産業分類基準（GICS）を使用しています。GICSは年次更新され、報告は適宜更新内容を反映します。GICSの情報は後記の「世界産
業分類基準（GICS）について」をご確認ください。

• 上記は説明のために銘柄の一例をご紹介するものです。したがって、個別銘柄・企業の推奨を目的とするものではなく、当社ファンドにおいて上記
銘柄の組み入れまたは売却を示唆・保証するものではありません。

• 上記は過去の実績・状況または作成時点での見通し・分析であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。

主な新規組入・追加投資した銘柄

主な全売却・一部売却した銘柄
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（年/月/日）
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AI普及の恩恵はAIバリューチェーン全体に拡大

• 上記は説明のために銘柄の一例をご紹介するものです。したがって、個別銘柄・企業の推奨を目的とするものではなく、当社ファンドにおいて上記
銘柄の組み入れまたは売却を示唆・保証するものではありません。

• 将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。
• 上記は過去の実績・状況または作成時点での見通し・分析であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。

運用責任者ドミニク・リゾによる今後の見通しと運用方針

上流

下流

AIバリューチェーンのイメージと企業例ティー・ロウ・プライスでは、毎年、米国シリコンバレー
にて、ポートフォリオ・マネジャーとアナリストが先進的
な新興企業からメガテックまで数十社の企業の経営陣と
直接面談を行う、テクノロジー関連企業調査ツアー「テッ
クトリップ」を実施しています。テックトリップを通じて、
経営陣と深く対話することで、業界動向や個別企業をより
深く理解することに役立てています。

今回のテックトリップでは、AIが今や世界経済全体におい
て、企業業績や競争環境に目に見える形で影響を与えてい
る点が確認されました。そして、その恩恵はけん引役と
なったエヌビディアだけでなく、AIのバリューチェーン
全体に拡大しつつあります。

例えば、半導体製造やデータセンター運営には大量の電力
を消費するため、電力関連企業はバリューチェーンを支え
る根幹となります。高速データ転送に必要なメモリ、
ディープラーニングやAIモデルの学習・推論のための高速
処理に必要なGPUなどもバリューチェーンの上流に位置し、
引き続き重要な役割を果たします。

一方、下流に位置するソフトウエア関連企業はAIが人間に
代わって作業を行うAIエージェントに代替されるリスクが
高まっており、複雑な環境に直面していると考えています。

テックトリップで多くのテクノロジー企業との面談を通じ
て、AIは成長の初期段階ではなく、力強い成長を維持する
段階に入ったと感じています。

足元では、割高感や大型設備投資による収益性に対する
懸念などから、AI関連銘柄が調整する局面も見られていま
す。しかし、例えば割高感が懸念されているマグニフィセ
ント・セブン（M7）＊1でも、PEGレシオ＊2という企業の中
期的な利益成長率を加味して株価の水準を測る指標で見た
場合、必ずしも割高とはいえない水準にあるとみています。

AIのリーダー的企業の経営者たちは、現在の投資環境を
「バブル」ではなく「波」と表現します。これはAIが現実
的に経済的な影響を与え始めている状況を表現したもので
あり、AIによって新たな価値が創造されつつあると考えて
います。電気以来の生産性革命の機会が訪れる環境下、AI
バリューチェーン内で長期的に恩恵を受け、業績成長が期
待できる銘柄を発掘し、投資をしていく方針です。

AIアプリケー
ション・
ソフトウエア

AI搭載サービスの開発・運用

マイクロソフト、セールスフォース、
アドビ、サービスナウ

AI
基礎モデル

大規模AIモデルの開発と提供

OpenAI、アルファベット、メタ・
プラットフォームズ、アンソロピック

AI
インフラ

AI運用基盤の
クラウドサービス提供
アマゾン・ドット・コム、マイクロソ
フト、アルファベット、オラクル

半導体関連 AI計算用チップ・製造装置の供給

エヌビディア、台湾セミコンダクター、
ASMLホールディング、サムスン電子

電力関連 AIバリューチェーン全体を支える
電力の供給
ネクステラ・エナジー、コンステレー
ション・エナジー

期間：2020年12月末～2026年2月末（2025年12月末までは四半期ベース、
2026年は2月末時点のみを表示）
出所：ファクトセットのデータをもとにティー・ロウ・プライスが作成。
＊1 マグニフィセント・セブンは米国を代表するテクノロジー企業の7社

（アップル、アマゾン・ドット・コム、マイクロソフト、アルファベッ
ト、メタ・プラットフォームズ、エヌビディア、テスラ）を指します。

＊2 Price Earnings Growth Ratio。将来の業績成長（Earnings Growth）を
考慮した株価（Price）の割安度を測る指標です。例えば、足元の利益に
対する株価水準が割高と捉えられる銘柄であっても、成長性が高い場合
はPEGレシオで割安と判断される場合があります。

• 予想PERは12ヵ月先予想、予想EPS成長率は3－5年先の年率を使用していま
す。予想はファクトセットが集計した各時点のアナリスト予想値です。

PEGレシオの推移

PEG
レシオ 予想PER 予想EPS成長率＝ ÷

（年/月）

（倍）

S&P500（M7除く）
2.65倍
M7
2.51倍

• 上記はイメージです。すべてのテーマや企業を網羅するものではありま
せん。

割高

割安



4

お客様向け資料

ティー・ロウ・プライス 世界テクノロジー株通信 Vol. 22
足元の運用状況と今後の見通し

米国株式ファンドにおいて
10年間のパフォーマンスでインデックスファンドを上回った割合
2024年12月末時点

65%
48%
34%

出所：モーニングスターのデータをもとにティー・ロウ・プライスが作成。
• 10年間の月次ローリング・リターン（2005年1月1日～2024年12月31日）を基に算出。比較対象とするインデックスファンドは、モーニングス

ター・ダイレクトで「インデックスファンド」に分類され、分析対象のアクティブファンドと同じモーニングスターカテゴリーに属する米国株式
ファンド（米国の投資信託およびETF、以下同様）。全てのアクティブ運用会社は、ティー・ロウ・プライスを除く、アクティブ運用を行う米国株
式ファンド。分析は、インデックスファンドが存在するモーニングスターカテゴリー内の全ての米国株式ファンドを対象に同一カテゴリーレベルで
実施。最長シェアクラスのリターンを使用。ローリング・リターンは、リターン計測期間の起点と終点を1ヵ月ずつずらしながら10年の保有期間の
リターンを計算。

＊4 24ファンド（延べ2,708期間）
＊5 ティー・ロウ・プライスを除く165ファンド（延べ16,121期間）。本分析で対象とした全ファンドにおける2024年12月末時点のアクティブ運用資

産残高上位5社が対象。
＊6 ティー・ロウ・プライスを除く1,827ファンド（延べ160,899期間）。
モーニングスターについて:著作権はモーニングスターに帰属します。当資料に含まれる情報は、（1）モーニングスターおよび情報提供業者のもので
あり、（2）複写や配布を禁じ、（3）情報の正確性、完全性、迅速性は保証されておりません。モーニングスターと情報提供業者はこの情報の使用に
より被る損害･損失に対し責任を負いません。
• 上記は過去の実績・状況であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。

“ ティー・ロウ・プライスの米国株式ファンドは、
インデックスファンドを上回るリターンを
長期かつ着実に実現してきました。
この長期的な実績は、厳格なリサーチと
数字にとらわれず隠れた投資機会を
発掘してきた深い洞察によるものです。

ティー・ロウ・プライス＊4

運用残高トップ5のアクティブ運用会社平均＊5

全アクティブ運用会社平均＊6

創業者
トーマス・ロウ・プライス Jr.

約278兆円の
運用資産＊2

約920名の運用
プロフェッショ
ナルが協働＊3

No.1
米国機関投資家向け
米国株式アクティブ
運用資産残高＊1

アクティブ
運用の雄

お客様の成功
こそが、
私たちの成功

85年超
1937年、
ボルティモアにて
創業

＊1 Pensions & Investmentsによる年次調査に基づく、適格退職年金、基金、財団などの米国の非課税機関投資家向けの運用資産残高（外部委託を除
く自家運用分、2024年末時点）。ティー・ロウ・プライスの運用資産残高は、ティー・ロウ・プライス・アソシエイツ・インクのみが集計対象です。

＊2 2025年12月末時点。1米ドル＝156.745円で換算。グループ全体の運用資産残高には、ティー・ロウ・プライス・アソシエイツ・インク及び関連
投資顧問による運用資産残高に加え、個別運用口座に提供する投資モデルの資産が含まれます。

＊3 2025年12月末時点。
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202603-5298616

お申込み・投資信託説明書(交付目論見書)のご請求は 設定・運用は

商号等：野村證券株式会社
  金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第142号

加入協会：日本証券業協会／一般社団法人日本投資顧問業協会／
一般社団法人金融先物取引業協会／
一般社団法人第二種金融商品取引業協会

商号等：ティー・ロウ・プライス・ジャパン株式会社
  金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第3043号

加入協会：一般社団法人日本投資顧問業協会／
一般社団法人投資信託協会／
一般社団法人第二種金融商品取引業協会

分配金は、預貯金の利息とは異なり投資信託の純資産から支払われますので、分配金が支払われると、その金額相当分、基準価額は下がります。
分配金は、計算期間中に発生した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて支払われる場合があります。その場合、

当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することになります。また、分配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を
示すものではありません。

投資者のファンドの購入価額によっては、分配金の一部または全部が、実質的には元本の一部払戻しに相当する場合があります。ファンド購入
後の運用状況により、分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様です。

収益分配金に関する留意点

販売会社、委託会社

出所：MSCI。MSCIおよびその関連会社、並びに第三者の情報源および提供者（まとめて「MSCI」）は、本稿に記載されるMSCIのデータに
関して、明示的または暗黙的に関わらず、いかなる保証や表明は行わず、一切の責任を負いません。MSCIのデータは、その他の指数や証券、
金融商品の基準としての更なる再配布や使用が禁止されています。本資料は、MSCIによって承認、審査、発行されたものではありません。
過去のMSCIのデータおよび分析は、将来のパフォーマンスの分析、見通しまたは予測を示唆または保証するものではありません。いずれの
MSCIのデータも、投資判断のための投資アドバイスや推奨を目的とするものではなく、投資アドバイスや推奨として依拠してはなりません。

 S&P500指数はS&P Dow Jones Indices LLCまたはその関連会社（「SPDJI」）の商品であり、これを利用するライセンスがティー・ロウ・
プライスに付与されています。Standard & Poor’s®およびS&P®は、Standard & Poor’s Financial Services LLC（「S&P」）の登録商標で、
Dow Jones®は、Dow Jones Trademark Holdings LLC（「Dow Jones」）の登録商標です。ティー・ロウ・プライスの商品は、SPDJI、
Dow Jones、S&P、それらの各関連会社によってスポンサー、保証、販売、または販売促進されているものではなく、これらのいずれの関
係者も、かかる商品への投資の妥当性に関するいかなる表明も行わず、S&P500指数のいかなる過誤、遺漏、または中断に対しても一切責
任を負いません。

金融データと分析の提供はファクトセット。Copyright 2026 FactSet. すべての権利はファクトセットに帰属します。

当資料で使用している指数・データについて

当資料は、ティー・ロウ・プライス・ジャパン株式会社が作成したお客様向け資料であり、金融商品取引法に基づく開示書類ではありません。
当資料は、信頼できると考えられる情報に基づき作成しておりますが、情報の正確性あるいは完全性について保証するものではありません。
当資料における見解等は資料作成時点のものであり、将来事前の通知なしに変更されることがあります。また、当資料で示したデータ等は、情

報提供を目的として掲載したものであり、将来の運用成果を示唆・保証するものではありません。
投資信託は、値動きのある有価証券等（外貨建資産には為替変動リスクもあります。）を投資対象としているため、お客様の資産が当初の投資

元本を割り込み損失が生じることがあります。
ご購入の際は投資信託説明書（交付目論見書）をあらかじめまたは同時にお渡ししますので、必ずお受け取りのうえ、内容をよく読み、ご自身

でご判断ください。
投資信託は、預金や保険契約ではありません。また、預金保険機構や保険契約者保護機構の保護の対象にはなりません。購入金額については、

元本および利回りの保証はありません。銀行等の登録金融機関でご購入いただく投資信託は、投資者保護基金の支払対象ではありません。
ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の６の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありません。
著作権はティー・ロウ・プライスに帰属します。「T. ROWE PRICE」、「INVEST WITH CONFIDENCE」、大角羊（ビッグホーン・シープ）のデ

ザイン等（troweprice.com/ip参照）は、ティー・ロウ・プライス・グループ・インクの商標です。その他全ての商標は、それぞれの所有者の所
有財産です。ティー・ロウ・プライスと商標所有者との承認、出資、提携を示唆するものではありません。

当資料はティー・ロウ・プライス・ジャパン株式会社の書面による同意のない限り他に転載することはできません。

投資信託および当資料に関する留意事項について

世界産業分類基準（「GICS」）は、モルガン・スタンレー・キャピタル・インターナショナル（「MSCI」）およびマグロウヒル・カンパニーズ傘
下のスタンダード＆プアーズ（「S&P」）が開発した独占的財産およびサービスマークであり、ティー・ロウ・プライスにライセンス供与されて
います。MSCI、S&PまたはGICSの作成、編集もしくはGICS分類に関与する第三者はいずれも、当該基準や分類（またはその利用から得られた結
果）について明示的にも暗示的にもいかなる保証や表明もしません。また、すべての関係当事者は、当該基準や分類のいずれについても、その独
創性、正確性、網羅性、商品性または特定の目的適合性について、いかなる保証からも明示的に免責されます。前述の内容を制限することなく、
MSCI、S&P、その関連会社またはGICSの作成、編集もしくはGICS分類に関与する第三者はいずれの場合も、直接的、間接的、特別、懲罰的、結果
的またはその他のいかなる損害（逸失利益を含む）について、その発生可能性が通知されていたとしても、いかなる責任も負いません。

世界産業分類基準（GICS）について


